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Fusion
through design

Cascadia® TL
Interbody Systems
featuring
Lamellar 3D Titanium Technology



Lamellar 3D Titanium Technology™

画像提供：済生会川口総合病院　新井嘉容先生

▶︎表面粗さ : 3 – 5 μm
Cascadiaに設定された表面粗さにより、インプラントに対する直接的な骨形成（ボーンオングロース）を可能にしま
す*1-4,7。粗いチタン表面は、スムースなチタン表面に比較してタンパク質発現の増加が示されています*3-6。

▶︎気孔率 : 約70 %
生体材料の放射線透過性は、臨床評価における利点として認識されています。Cascadiaは高い気孔率を採用する
ことでアーチファクトを可能な限り抑え、術中・術後における画像評価の視認性を確保しています*12-14。
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▶︎気孔径 : 500 μm  through entire implant
インプラント全体に500μmの縦方向チャネルが組み込まれており、横方向の窓と組み合わされ相互接続された格
子を形成し、多方向のボーンインテグレーションを可能にするよう設計されています*1,6,8-11。

500 μm



▶︎剛性

▶︎移植骨量

約70%の気孔率、独自の逆砂時計型内部形状との組み合わせによって、ケージ全体の剛性を低減させています。
剛性試験から、ラメラ 3Dチタンテクノロジーで製造されたデバイスの圧縮時の挙動はPEEK製デバイスと同様であ
ると結論づけることができます*15。

独自の逆砂時計型内部形状によりケージ内骨移植容量を確保しています。

＊BIOMATERIAL STIFFNESS COMPARISON　K2-61-7018-01 Rev.2
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10mm

2
8
m

m

A

A

Mean Stiffness of Tested Interbody Analogs

PEEK

20,000

18,000

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
Lamellar 3D

Ti6Al4V

St
if

fn
es

s 
(N

/m
m

)

Cortical
Allograft

Solid
Ti6Al4V



Literature Number: SP1-100
CS/IB 1m 08/21

Copyright  © 2021 Stryker
Printed in Japan

製品一覧

医療機器承認番号 販売名
23000BZI00026000 ＣＡＳＣＡＤＩＡ　ランバーケージシステム　ＴＬ

カタログ番号 フットプリント 高さ 前弯角 移植骨量（cc）

6101-2102807TL7-G2

10×28mm

7mm

7°

0.83

6101-2102808TL7-G2 8mm 0.96

6101-2102809TL7-G2 9mm 1.10

6101-2102810TL7-G2 10mm 1.25

6101-2102811TL7-G2 11mm 1.39

6101-2102812TL7-G2 12mm 1.53

6101-2102813TL7-G2 13mm 1.68

6101-2102814TL7-G2* 14mm 1.82

6101-2102815TL7-G2* 15mm 1.97

＊オプションサイズのため、営業担当者にお問い合わせください。
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